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認知症カフェ 

な ご み 
 

十
一
月
二
日
（
金
）
十
三

時
三
十
分
か
ら
西
一
会
館
で

認
知
症
カ
フ
ェ
な
ご
み
を
開

催
し
、
参
加
者
は
３
１
名
、

家
族
の
方
も
４
組
来
ら
れ
て

い
ま
し
た
。 

●
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
手
指
を

使
っ
て
の
脳
活
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
。
担
当
者
の
掛
け
声
に
合

わ
せ
て
指
を
折
り
、
数
を
数

え
て
、
脳
活
を
行
い
ま
し

た
。 

  

 

今
回
は
、
趣
向
を
変
え

て
、
若
草
の
方
・
二
人
で
ギ

タ
ー
演
奏
を
し
な
が
ら
歌
を

歌
う
「
懐
メ
ロ
を
歌
う
会
」

の
村
井
さ
ん
と
早
瀬
さ
ん
を

迎
え
て
開
催
し
ま
し
た
。 

 

参
加
者
に
歌
本
を
配
布
し

て
、
演
奏
が
始
ま
っ
た
。
昭

和
２
年
に
三
木
露
風
氏
作

詞
、
山
田
耕
作
氏
作
曲
の

「
赤
と
ん
ぼ
」
時
代
背
景
を

説
明
し
な
が
ら
ギ
タ
ー
演
奏

に
入
っ
た
。 

「
夕
焼
小
焼
の
赤
と
ん
ぼ 

負
わ
れ
て
見
た
の
は 

い
つ

の
日
か
」
４
番
ま
で
合
唱
し

ま
し
た
。 

 

続
い
て
昭
和
２
０
年
に

斉
藤
信
夫
氏
作
詞
、
海
沼

実
氏
作
曲
の
「
里
の
秋
」
時

代
背
景
の
説
明
か
ら
始
ま
っ

た
。 

「
静
か
な
静
か
な
里
の
秋 

お
背
戸
に
木
の
実
の 

落
ち

る
夜
は 

あ
あ
母

さ
ん
と
た
だ
二
人 

栗
の
実
煮
て
ま
す

い
ろ
り
端
」 

  

歌
は
１
４
曲
が

掲

載

さ

れ

て

い

て
、
最

後

は
「
琵

琶
湖
周
航
の
歌
」

で
し
た
。 

 

大
正
６
年
、
小

口

太

郎

氏

の

作

詞
、
吉
田
千
秋
氏

の
作
曲
、
加
藤
登

紀
子
さ
ん
の
歌
に

よ
る
「
わ
れ
は
湖

（
う
み
）
の
子
さ

す
ら
い
の 
旅
に

し
あ
れ
ば 

し
み

じ
み
と 

昇
る
さ

ぎ
り
や
さ
ざ
な
み

の 

滋
賀
の
都
よ 

い
ざ
さ
ら
ば
」 

 

ア
ン
コ
ー
ル
が

入
り
、
「
高
原
列

車
は
行
く
」
を
歌
っ
て

終
了
し
ま
し
た
。 

認
知
症
カ
フ
ェ
な
ご
み
開
催 
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懐
メ
ロ
を
歌
お
う 
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●
介
護
相
談
コ
ー
ナ
ー 

 

認
知
症
の
家
族
の
こ
と

で
、
日
頃
の
悩
み
や
今
後
の

介
護
の
仕
方
に
つ
い
て
話
し

合
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

●
十
二
月
の
「
認
知
症
カ

フ
ェ
な
ご
み
」 

 

開
催
日 

十
二
月
七
日

（
金
）
十
三
時
三
十
分
か
ら

『
西
一
会
館
』
に
て
開
催
し

ま
す
。 

 

多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。 

 

《
認
知
症
カ
フ
ェ
な
ご
み
は

祭
日
を
除
き
、
毎
月
第
一
金

曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
》 

会
場
ま
で
は
草
津
駅
東
口

か
ら
豆
バ
ス
が
出
て
い
ま
す

（
十
三
時
三
十
分
発
、
十
三

時
三
十
三
分
着
）
。
な
お
往

復
利
用
の
場
合
、
帰
り
は
半

額
に
な
り
ま
す
の
で
運
転
手

さ
ん
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い

（
半
額
利
用
券
を
発
行
し
て

く
れ
ま
す
） 

  

ど
な
た
で
も
ご
自
由
に

参
加
で
き
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

（
参
加
費 

２
０
０
円
） 

 

事務局連絡先：ＴＥＬ５６４－１２７１（藤森） 

お
遊
び
コ
ー
ナ
ー 


